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 ■当日、会場では写真家・溝淵和人氏による写真パネ

ル 100 枚「捨猫」を展示いたします。 

溝淵さんは、不幸な野良猫が増殖するのを防ごう、と

地域猫活動を実践する動物ボランティア「Cat28（キャ

ットにゃー）」代表です。 静岡県浜松市の佐鳴湖公園

を中心に 7 年間にわたり撮影を続けた捨て猫の写真展

を各地で開催。溝淵さんは、「悲惨な猫の姿は、人間

の身勝手さを映す鏡。目を逸らさず、現実を知って」

と訴えます。  

■東京都動物愛護相談センター・佐竹浩之氏には、こ

の勉強会に寄せて、貴重な資料のご提供を賜りました

こと、この場を借りましてお礼申し上げます。 

 







平成 16年度には北九州市を除く福岡県にお

いて 15,681 頭の犬、猫が殺処分されていまし
た。さらに福岡県ではそれまでに処分頭数全国

ワースト１の記録を 7年続けていました。

	
 また、道を走れば道路端に横たわる犬猫を目

の当たりにすることも多く、中には川に流され

たり、保護されることなく餓死や病死するもの

もあり、これからの日本を背負う子供たちへの

情操教育の立場からもすみやかな対策が必要

であると考えられました。

福岡県獣医師会では平成 15年に専門委員会
を作り、犬猫の過剰繁殖問題解消についてのガ

イドラインを発表し、行政をはじめとした県下

に対策の必要性を訴えました。しかし具体的な

対策はなかなか進みませんでした。

ワースト記録が更新される中、平成 21年に

再度委員会を結成し、より具体性のある事業の

検討を始めました。

	
 委員会はまず、過剰繁殖問題が起こる原因を

検討し、それをもとに具体的な実施項目を選定

いたしました。以下にその概要をご説明いたし

ます。

１．原因の分析	
 

①温暖な気候

全国で殺処分頭数の多い都道府県は西日本、

中でも九州に集中しています。また、福岡県動

物愛護センターに搬入される猫の多くは４月

から６月に集中し、冬は多くありません。暖か

い地域では犬猫の繁殖率が高く、さらに生まれ

た子犬や子猫が生き延びる可能性が高い事が

考えられました。ひとつがいの猫が、毎年繁殖

図１．福岡県の犬・猫の殺処分数の推移（北九州市を除く）

「あすなろ猫」を中心とした過剰繁殖問題への 

  福岡県獣医師会の総合的な取り組み 

公益社団法人福岡県獣医師会

過剰繁殖問題対策委員会

委員長	
 船津	
 敏弘
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を続ければ、６年間でその子孫は７万頭に達す

るという報告があります。温暖で港の多い福岡

は猫の繁殖には最適な環境なのです。

②自然にゆだねる県民性

アンケート調査では、温暖な気候ゆえ、放し

ても生きて行けるだろう。エサももらえるだろ

うと考え、放し飼い、行方不明になっても探さ

ないなど、昔のままの動物飼育への感覚を持つ

県民が多いことがわかりました。

	
 また、不妊手術に対して不自然なイメージを

持っていたり、罪悪感を持つ人が多いようです。

しかし、ドックフードや人間が作った調理食を

与え、リードにつなぎ、しつけをして、家の中

でこたつに入る犬や猫は、もうすでに自然な生

き物ではありません。

	
 古くからの自然に対する日本人のイメージ

と 21世紀における現状との差が過剰繁殖問題
を引き起こしている要因の１つです。

③都市と地方の混在

福岡県は博多を中心とした都市部と、それ以

外の田畑のある地方が混在しています。都市部

では猫の問題が、地方では犬の問題が顕著です

が、近年は都市化の進行によって猫の増加が問

題となっています。都市化が進めば進むほど、

猫に対する対応をとっておかないと、今後益々

大変なことになると思われました。

	
 地球温暖化が進み、県民の意識が低いままで

都市化が進むと、飼い主のいない猫の爆発的な

増加が危惧されました。

２．おうちへかえろうプロジェクト	
 

	
 以上の原因より、多数の命が犠牲になってい

る現状を改善するには、『繁殖をコントロール

し、必要な数の犬や猫を慈しみながら大切に育

てる』という、21 世紀の新しいモラルを確立
すべきだと考えました。

さらに、殺処分を減らすことにとどまらず、

すべての犬や猫が、飼い主のいる「おうち」で

暮らせる社会を目指すことを目標に、「おうち

へかえろうプロジェクト」と題した総合的な取

り組みを開始いたしました。

1) 繁殖抑制事業

①譲渡犬猫方式：福岡県下の獣医師が、毎週

木曜日に福岡県動物愛護センターに出向き、そ

の手術室で譲渡対象の犬や猫の不妊・去勢手術

を行うものです。平成 22年度より 3年間で 74
頭実施しました。参加獣医師はのべ 102 名に

のぼります。現在は 3年間でしっかりとトレー
ニングされた動物愛護センターの獣医師によ

り、手術は継続されています。

②おやいぬ・おやねこ方式：保健所に子犬や

子猫の処分依頼に来た飼い主に対して、産んだ

親犬や親猫の不妊手術を行うものです。平成

22年度より 3年間で親犬 21頭、親猫 57頭実

施しました。

処分依頼を繰り返させない方法として大変

2
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効果的な方法でしたが、残念ながら依頼数が少

なく、現在は行っていません。

③あすなろ猫方式：「まだ地域猫の条件は満

たさないが、一定の地域に住み着いて、えさを

与えられている猫で、将来地域猫に昇格するた

めに避妊・去勢手術を施されマーキングされた

猫」を「あすなろ猫」と定義しました。一般的

に、地域猫に選定されるまでには、とても長い

時間がかかり、その間に不要な繁殖をしてしま

います。また、譲渡されるにしても、元となる

猫の数を減らさなければ、譲渡事業そのものが

疲弊してしまいます。私達獣医師は唯一不妊・

去勢手術ができる有資格者なのですから、その

技量を活かす方法として「あすなろ猫」を推進

しています。

	
 「あすなろ猫」の選定と捕獲はボランテイア

が担当し、登録された動物病院で雄猫 5250円、

雌猫 10500 円（平成 22 年度）で手術を行い、

手術済のマーカーとして雄猫は右耳、雌猫は左

耳の先端を V字にカットします。（ポスター参
照）	
 手術後、状態が安定するのを待ってボラ

ンティアがリリースするものです。

	
 この「あすなろ猫」事業は、担当する獣医師

やボランティアはもとより、行政からも高い評

価を受け、平成 22 年度から 26 年度までの 5
年間で 2000頭以上の手術を行っています。 

2) 啓発事業

平成 22 年度	
 

	
 アイデア募集：過剰繁殖問題を解消するため

のアイデアを一般に広く求めました。

ポスター、リーフレット作成

	
 映画上映会「いぬとねことにんげんと」飯田

基晴監督：県下数カ所で無料の上映会を行い、

過剰繁殖問題の啓発を行いました。

平成 23 年度	
 

	
 名前募集：キャラクターを作り、それぞれに

名前をつけていただきました。

	
 アニメ作成：キャラクターを主人公にしたア

ニメを作成し、インターネットに公開していま

す。（http://fukuoka-neko.com） 

FM福岡放送 120回：獣医師会の取り組みを
FM放送で紹介していいただきました。 
読売新聞一面広告：読売新聞に「おうちへか

3
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えろうプロジェクト」の一面広告を掲載してい

ただきました。全国的にもとても珍しいことだ

と評価されています。

平成 24 年度	
 

	
 ふくおかの猫の写真募集およびカレンダー

作成：福岡に住んでいる猫の写真をホームペー

ジで募集して、facebook に公開しています。

半期に一度、その写真をもとにカレンダーを作

成し、売上げの一部を事業に当てています。

	
 どんたくんきぐるみ作成：名前募集で集まっ

たどんたくんのきぐるみが、会員獣医師のボラ

ンティアで作られました。様々なイベントにお

いて活躍中です。（カレンダー一番下の段、右

から２番目）	
 

３．効果	
 

	
 獣医師会はもとより、全県下あげた取り組み

によって平成 22年度にはワースト１より脱出

することができました。しかし、過剰繁殖問題

を研究すればするほど、ワースト１から脱却す

ることが目標ではなく、すべての福岡の犬や猫

に、きちんとした「おうち」を持たせてあげ続

けることが大切だと思っています。	
 

	
 獣医師会の活動の効果によって、過剰繁殖問

題に対する社会の認知度も向上し、多額の募金

を頂くこともできるようになりました。さらに

福岡県が 500 万円の予算で地域猫推進の助成

も始めました。

獣医師会、ボランティア、行政の 3者が緊密
に連携することにより、殺処分減少という大き

な課題も、決して夢ではないと確信しています。	
 

４．おわりに	
 

	
 本プロジェクトは、より多くの方々の力添え

によって、これまでにない成果を上げることが

できています。ボランティアさんの活躍のお陰

で、とても多くのあすなろ猫が誕生しました。

広告会社さんには、斬新なアイデアをいただき

ました。新聞社にはユニークな企画を実現して

いただきました。ラジオで自分の声が流れると

は思ってもみませんでした。そして、福岡県の

事業支援はとてもありがたいものです。

	
 獣医師会だけで考えていたのでは、とてもこ

のような成果は得られなかったでしょう。

	
 社会に必要なことを見定めて、みんなで協力

して大きくしてゆくことの大切さを学ばせて

いただきました。

	
 「おうちへかえろうプロジェクト」にご協力

いただいているすべての皆様に深く感謝致し

ます。

	
 すべての犬や猫が、幸せなおうちへ帰れると

いう願いを込めて。

平成 27年 3月 20日 
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「飼い主のいない猫の問題」        　　                                
             NPO法人　ねこだすけ（東京都新宿区）　工藤久美子氏
=======================
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2015/3/22

行政と協働の取り組み・地域猫

～殺処分ゼロをめざして～

NPO法人猫の避妊と去勢の会 理事長 桐畑 陽子

内灘町町民福祉部環境安全課 野村 佳世子

 「役場庁舎に遺棄された子猫五匹も譲渡会
に参加させてほしい」

 『猫の胸部に銃弾！』との動物愛護法違反
の虐待事件が発生。

ダンボール箱に入れられた、１０匹もの子猫
の遺棄事件などが頻発。

この状況の中で猫問題を何とかしたいと考
えていた当会と、役場からの電話で話が通
じた。

内灘町との接点（経緯）

「行政と協働の取り組み・地域猫　（石川県内灘町)」  
　　　　　
             NPO法人　猫の避妊と去勢の会　         桐畑陽子氏
            石川県内灘町町民福祉部　環境安全課　野村佳世子氏
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2015/3/22

①
•猫の里親募集を広報する。
（新聞・ＨＰ・チラシ等）

②
•希望者からの電話に対応

③

•猫と人との出会い「猫の譲渡会」開催。

•「飼う前事前調査」を書いてもらう。

④

•決定すれば、「譲渡契約書」の取り交わし。

•写真撮影。

⑤
•譲渡日を決めて決定者宅へお届けに行く。

役場も譲渡会に参加が決定
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子猫の
遺棄

保健所

殺処分

子猫の
遺棄

里親探
し

新しい
飼い主

いままでは 現在

里親募集を手伝ってくれる団体が

見つかった！

一匹でも救いたい、現状を変えた

いとの想いから、里親探しをした。

役場の慣習化からの脱却
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「引き取り数」 「殺処分数」 殺処分割合

成猫 子猫 成猫 子猫 成猫 子猫

石川県 ２５１ ７７９ ２６８ ７６９ 約１００％ 約９９％

金沢市 ３７ ３４４ ２６ ３０４ 約７０％ 約８８％

合計 ２８８ １，１２３ ２９４ １，０７３ 約１００％ 約９６％

平成２２年の保健所の現状

（１）動物病院

動物病院の悩み

子猫の遺棄・殺処分。

飼い猫か飼い主のいな
い猫か分からない状態
なっていた。

悩みをもっている相談
者に時間を取られる。

会からのお願い

手術費用を低料金にて
おこなえるか？

捕獲箱での預かりは可
能か？

耳先Ｖカットの必要性の
理解。

動物病院の悩みの解決。

「地域に貢献できることはやりましょう！いいですよ。」
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手術費用

メス１匹につき５，０００円助成

負傷猫の治療費

上限２０，０００円まで助成

（２）玉桜基金からの助成

内灘町役場

１匹につき５，０００円（上限５０，０００円）

町会

残りの額を負担

（３）役場の交付金と町会からの助成
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メス オス

正規手術費 約２０，０００円 約１５，０００円

動物病院 ↓ 協 力 ↓

１０，０００円 ５，０００円

玉桜基金 ↓ 助 成 ↓

５，０００円 ５，０００円

役場・町会 ↓ 助 成 ↓

実質負担 ０円 ０円

手術費の実質負担額

会の平成２３年から２６年の手術実績

83 82

142 140
124 130

273 258

0

50

100

150

200

250

300

H23 H24 H25 H26

オス

メス

玉桜基金発足
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1,123
1,017

873

692

1,073
950

828

622
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H２２年度 H２３年度 H２４年度 H２５年度

「引取り数」成猫

「殺処分数」成猫

「引取り数」子猫

「殺処分数」子猫

石川県の平成２２年度から２５年度の
引き取り数と殺処分数

自治体の慣習化からの脱却が一番

Ａ町会

Ｂ町会 Ｃ町会

自治体（市・町）

手術したい
人

21



2015/3/22

日本海側を代表する
砂丘の上に発展した
まち

金沢市の隣

住民基本台帳人口
２６，９５７人
（平成２７年２月末現在）

内灘町ってどんなところ？

•問題共有をすること１

•協働できる仲間集め２

•金銭的負担の軽減３

なぜ地域猫活動が出来たのか？
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熱意

NPO

動物
病院

町会

役場

なぜ地域猫活動が出来たのか？
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